西病棟チームカンファレンス記録
	I.O.O
	A.O.M
	G.O.M
	

	平成１８年　７月　１８日（火）
　　　　司会者：東　志保　　記録者：中村　美奈子　
	
	
	

	
	
	
	

	佐々木

（健）
	中村

（美）
	上川
	市島
	下帯
	東
	藤原
	橘
	宮澤
	外城
	佐々木

（美）
	平間
	

	○　　
	○
	○
	深夜
	公休
	○
	○
	○
	公休
	公休
	○
	準夜

	横浜
	渡辺
	赤坂
	三和
	中村

（佐）
	半澤
	佐々木

(弘)
	立花
	田島
	三浦

(育)
	沼端
	長濱
	

	
	
	　
	
	
	
	
	　
	
	
	
	

	休
	休
	早退
	準夜
	公休
	深夜
	○
	工房
	○
	○
	○
	公休
	
	ねこ
	
	
	
	
	
	
	

	水上
	中野
	及川
	盛田

	　
	　
	
	○

	○
	○
	学校
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・プリンターが印刷されないため破損伝票を提出しています。

· 尿失禁ありシーツ汚染があった場合は「汚染寝具伝票」を記載し洗濯場の小向さんに申し送りましょう。医事室に確認しシーツは１回７９円・マットクリーニングは２１０円です。

· 回覧時は間違いのない様に手順を確認してから回覧しましょう。

· ８月１１日（金）１７時より納涼会がありますので会費1,500円の支払いを８月４日（金）までにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 新山　潤様～７月１８日（火）１０時～１９日（水）１７時まで外泊となっています。

外泊の目標は①規則正しい生活をする②茶碗洗い・掃除をしてくると本人と話し合い家族にも伝えています。帰院後は外泊時の様子・目標についての確認・嗜好品の持ち込みを確認していきましょう。

· 菅井　浩子様～７月１８日（火）１１時～１９日（水）１５時まで外泊となっています。

外泊の目標は薬をきちんと飲むと話されていますので帰院時は外泊の様子を確認していきましょう。

・田中　静子様～本人より希望あり主治医診察しています。「同室者がうるさくて眠れないため調子が悪い」と話されています。「左手に力が入らない」と訴えあり主治医より薬の副作用も考えられると説明あります。「視界にもやがかかった感じもある」と身体的訴えが比較的多く聞かれています。部屋移動も検討していますが本日グッドミン（睡眠薬）（0.25）１Ｔ　１×就床前　が処方となります。夜間の睡眠状態の観察をしていきましょう。

　　　　　　　　７月１９日（水）９時～１５時まで衣類を取りに外出希望あります。主治医より必ず父様が送迎に付き添う様に指示あり外泊許可となります。父様に伝え了解されています。

・佐々木　香様～本日妹様の面会あり「本人より電話で減薬したと聞き以前、減薬になった際症状悪化したため不安になり相談にきました。就床前薬のユーロジンは止めないで欲しいです」と強く希望されています。主治医に情報提供し「睡眠作用のある薬も処方しているため様子観察していく」と家族に伝えています。ご家族は面会時、本人がぼんやりして元気がなかったことを気にされ何か様子が少しでも変化した場合は教えて欲しいと希望されています。　夜間の睡眠不安定であり薬を服薬せずに隠そうとすることありますので確実な服薬の確認し診察時主治医に情報提供していきましょう。

· 本田　英之様～貴重品ロッカーの鍵を紛失したためご家族に面会時約1,000円自己負担　　　　　　　となることを説明して下さい。７月２２日（土）９時～２３日（日）１　　　　　　　７時まで家族とのコミュニケーションのため外泊希望がありますので　　　　　　　主治医に確認して下さい。

· 出河　攻様～右側腹部（右臍部横）に0.5cm程の腫瘤みられ主治医に報告し小坂Dr．の　　　　　　診察を受ける様に指示あります。本人「昨年位から段々大きくなってきた　　　　　　ような気がする」と話されています。７月２０日（木）に小坂Dr．の診察　　　　　　予定です。

・晴山　長司様～昼食後よりふらつきあり「両膝下からのしびれがある」と訴えがあります。主治医に報告し１９日（水）に採血指示あります。結果は至急でFAXで主治医に報告となります。ふらつき・歩行状態の観察を行い転倒に注意してきましょう。

· 長谷川　陽一様～７月１９日（水）１５時３０分より退院請求の聞き取り調査予定です。

＜皮膚科診察＞

・平　勝利様～タベジールは、掻痒感消失した事から止めとなっています。

・市川　真紀子様～以前、掻痒感消失した事からタベジールが止めとなっていましたが本人より再度、掻痒感の訴えあり　タベジール　２T　２×　７日分　処方となります。

・菅井　浩子様　ラミシール(125)１Ｔ　１×朝　以後定期となります。

両足爪の白癬状態の観察・肝機能データの情報収集を行い、異常値が見られたら野沢先生に報告しましょう。

· 長谷川　陽一様～右手第１指・左手第３指の爪囲炎あり押すと痛みを訴えています。

追加でアズクロ塗布１回／日の指示あります。サマセフ（抗生剤）（250）４ｃaｐ　４×nde　３日分処方となります。２０日（木）に診察予定です。

· 大下　良悦様～スピール膏がなくなったため処方となります。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａグループ･･･「悩み事を相談された時の対応」についてロールプレイしています。

相手に対する思いやりのある発言が多いです。

大下良悦様が閉眼され居眠りされていました。


　　　　　　居眠りされている患者様への対応について‥

・居眠りされている患者様へ「起きてください」と声をかけると皆の前で相手に恥ずかしい思いをされてしまうので「○○様が～といっていますよ」「～と聞いていますよ」と声をかける。

・スタッフ同士でも発表したら褒める正のフィードバックの実際を行っています。→褒められると発表してよかったと思うと感想聞かれています。

Ｂグループ･･短期目標の振り返りを行っています。長谷川陽一様は「スタッフに話しかけるタイミングがつかめなかった」と話されスタッフより「話があればスタッフはいつでも話を聞くことを伝えています。

　　　　　　できている目標を立てる患者様の対応について‥

　　　　　　例）風穴　チエ様は「作業のことをスタッフに伝える」と目標設定するが分からないことを聞くことはできている。


　　　　　　現在症状は落ち着いている。被害的な発言は少ない。現実的な対応をしていく必要があります。スタッフよりできていることは評価しスタッフからみて気になることを伝えそこができたらもっといいのではないかと思うのですがやってみませんかと提案してみる。


　　　　　　同室者の戸の開閉について不満が聞かれている。話合って相手の話をきちんと聞き自分の意見を伝える練習が必要と考えられる。話し合って折り合いをつける受信機能を身につける必要があります。

※ＳＳＴの評価・検討では報告だけでなく実施していてスタッフが難しいと感じたことを話し合い検討していきましょう。

Ｃグループ･･･短期目標の確認をしていますが忘れている方が数名みられており確認しています。曽我正子様が声のトーンが高めで口数の多さがみられますがペースを乱すことなく参加できています。

Ｄグループ･･･全体的に静かで穏やかでした。スタッフが質問すると皆様答えていますが自分から発言される方が少なかったです。若松澄子様は落ち着きなくまとまりない発言あり立ち上がり走ることがありスタッフがマンツーマンで対応しています。

Ｅグループ･･･全体的に穏やかで笑顔がみられています。松橋清子様の表情が少し硬くスタッフから声掛けをしています。

Ａユニット･･･短期目標の確認をしています。それぞれ目標を覚えており継続していくと話されています。あまり意見が出なかったこともあってか、スタッフがアドバイスする場面が多く、本人の行動改善のため、もう少し患者様同士で振り返りやフィードバックをしていただく必要があります。蛯名勝幸様が早寝・早起きについて具体的な目標設定をしていたため来週は結果を聞いてみましょう。






















